
 

 

（問１）「鳥取県福祉のまちづくり条例」をご存知でしたか。  

１ 知っていた    38 人 5.7% 
 

２ なんとなく知っていた    155 人 23.1% 
 

３ 知らなかった    478 人 71.2% 
 

４ 無回答   0 人 0%  
 

 

【問２】次のそれぞれの分野において、車いす使用者に対するバリアフリー化が進んできていると思いますか。 

（あまり行く機会がない等で回答に迷う場合は「４ 分からない」を選択してください。） 

 

 

(問 2-1) 官公庁（県、市町村、税務署等の国機関）の事務所・窓口  

１ そう思う    376 人 56% 
 

２ どちらともいえない    116 人 17.3% 
 

３ そう思わない    56 人 8.3% 
 

４ 分からない    120 人 17.9% 
 

５ 無回答    3 人 0.4% 
  

 

（問２－２）教育施設（小学校、中学校、高校や特別支援学校など）  

１ そう思う    182 人 27.1% 
 

２ どちらともいえない    161 人 24% 
 

３ そう思わない    151 人 22.5% 
 

４ 分からない    172 人 25.6% 
 

５ 無回答    5 人 0.7% 
  

平成２７年度第４回県政参画電子アンケート 

「建築物のバリアフリー化に関するアンケート」調査結果 

 

 １ 調査概要 

   ・テーマ：「建築物のバリアフリー化に関するアンケート」 

   ・実施期間：平成２７年１０月２０日～平成２７年１１月１日 

   ・対象：県政参画電子アンケート会員 

   ・回答： ６７１名／８１２名 （回答率 ８２．６％） 

 

 ２ 調査目的 
建築物のバリアフリー化を目的とした「鳥取県福祉のまちづくり条例」は、平成１９年にバリアフリー法 

に基づく条例として全部改正されていますが、そこから８年が経過したことから、福祉のまちづくりのより 

一層の推進を図るため、施設の整備基準に付加する事項を見直し、より実効性を高めようとしています。 

   さらに、平成２６年度に開催された「障がい者芸術・文化祭とっとり大会」によるバリアフリーにかかわ 

る機運の高まりに加え、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの開催や鳥取県においても２０１ 

６年の第２７回日本パラ陸上競技選手権大会開催の決定など、競技場のほか、広く集客が見込まれる施設の 

バリアフリー化の必要性が高まっています。 

   ついては皆様の建築物のバリアフリー化ついての意識についてのアンケートを実施し、条例を改正するに 

あたり参考とさせていただきたく思いますので、アンケートにご協力いただきますようお願いします。 



 

（問２－３）大型商業施設（ショッピングセンターや物販店・家電量販店など）  

１ そう思う    411 人 61.3% 
 

２ どちらともいえない    149 人 22.2% 
 

３ そう思わない    71 人 10.6% 
 

４ 分からない    33 人 4.9% 
 

５ 無回答    7 人 1% 
  

 

（問２－４）文化施設（博物館、美術館や図書館）  

１ そう思う    378 人 56.3% 
 

２ どちらともいえない    140 人 20.9% 
 

３ そう思わない    48 人 7.2% 
 

４ 分からない    99 人 14.8% 
 

５ 無回答    6 人 0.9% 
  

 

（問２－５）金融機関（郵便局や銀行など）  

１ そう思う    198 人 29.5% 
 

２ どちらともいえない    232 人 34.6% 
 

３ そう思わない    168 人 25% 
 

４ 分からない    68 人 10.1% 
 

５ 無回答    5 人 0.7% 
  

 

（問２－６）医療施設（小規模な個人医院や診療所）  

１ そう思う    263 人 39.2% 
 

２ どちらともいえない    198 人 29.5% 
 

３ そう思わない    145 人 21.6% 
 

４ 分からない    56 人 8.3% 
 

５ 無回答    9 人 1.3% 
  

 

（問２－７）観光施設（観光地等、神社など）  

１ そう思う    127 人 18.9% 
 

２ どちらともいえない    227 人 33.8% 
 

３ そう思わない    237 人 35.3% 
 

４ 分からない    77 人 11.5% 
 

５ 無回答    3 人 0.4% 
  

 



 

（問４）トイレのバリアフリー化について 

あなたが最も望むものはどれでしょうか。一つお選びください。   
１ 多目的トイレ（多機能トイレ）の設置

場所を増やすこと  
  371 人 55.3% 

 

２ 一般用トイレ内にベビーベッドを設置

すること  
  29 人 4.3% 

 

３ 一般用トイレ内に洋式トイレ設置の

数を増やすこと  
  162 人 24.1% 

 

４ 一般用トイレ内にオムツ交換用ベッド

を設置すること  
  45 人 6.7% 

 

５ トイレ内大型ベッドを設置すること    10 人 1.5% 
 

６ トイレの位置などを知らせる音声案

内機械を設置すること  
  31 人 4.6% 

 

７ その他    17 人 2.5% 
 

８ 無回答    6 人 0.9% 
  

 

【問５】トイレのバリアフリー化についての意見（自由記載欄） 

 

【問６】視覚や聴覚に障がいがある方に対する建築物のバリアフリー化についての意見（自由記載欄） 

 

（問７）平成２０年から条例で一定規模以上の建築物のバリアフリー化を 

義務付けていますが、その効果をどのように感じますか  
１ 建築物のバリアフリー化が進んだよ

うに感じる  
  140 人 20.9% 

 

２ どちらかというと進んできている    392 人 58.4% 
 

３ あまり変わらない    137 人 20.4% 
 

４ 後退していている   0 人 0%  

５ 無回答    2 人 0.3% 
  

 

（問８）鳥取県における建築物のバリアフリー化の進捗ペース（状況）についてどう思いますか。  
１ 幅広くいろんな人々が利用しやすくな

るように、もっと早く整備を進めるべきだ  
  379 人 56.5% 

 

２ 整備を進める必要性はあるが、そこ

まで急いで進める必要性はない  
  188 人 28% 

 

３ 整備を進めなくとも、バリアフリー化

の整備はおおむね整っている  
  29 人 4.3% 

 

４ 分からない    70 人 10.4% 
 

５ 無回答    5 人 0.7% 
  

 

（問９）バリアフリー化とそれにかかる建築等のコストとのバランスについて、どう思いますか  
１ 一部の人でもバリアが生じないように

すべきで、費用対効果の問題ではない  
  436 人 65% 

 

２ 一部の人しかメリットがないため、コ

ストもかかるバリアフリー化は必要ない  
  45 人 6.7% 

 

３ 分からない    183 人 27.3% 
 

４ 無回答    7 人 1% 
  



 

（問１０）民間建築物の建築主が負担するバリアフリー化のコストについてどう思いますか  
１ バリアフリー化にかかったコストが、

建築物の価値を高めることになるので、

建築主が負担すべき  
  108 人 16.1% 

 

２ 条例に基づき基準を付加する部分

は、条例を作る地方自治体が、一部は

補助すべきだ  
  433 人 64.5% 

 

３ 条例に基づき基準を付加する部分

は、条例を作る地方自治体が全額補助

すべきだ  
  64 人 9.5% 

 

４ 分からない    55 人 8.2% 
 

５ 無回答    11 人 1.6% 
  

 

（問１１）建築物（大半は民間施設）のバリアフリー化基準を条例で 

義務付けることについてどう思いますか  
１ 建築主等の事業者の負担になること

は理解できるが、バリアフリー化の義務

付けは必要だ 
  277 人 41.3% 

 

２ バリアフリー化は必要であるが、条例

で義務付けする項目は低コストで実現で

きるものに絞るべきだ 
  302 人 45% 

 

３ バリアフリー化に要するコストは、サ

ービス・商品の価格に転嫁される恐れが

あるため、積極的に推進する必要はな

い 

  28 人 4.2% 
 

４ 分からない   59 人 8.8% 
 

５ 無回答   5 人 0.7% 
  

 

（問１３）ご職業をお選びください。 

１ 建築工事・建築設計に関わる職業    22 人 3.3% 
 

２ ホテルや大型ショッピングセンターに

勤務  
  15 人 2.2% 

 

３ 医療機関・介護職従事者    55 人 8.2% 
 

４ 学生    49 人 7.3% 
 

５ その他（主婦、無職含む）    530 人 79% 
  

 

（問１４）自身もしくはご家族についてお教えください。（該当がある場合のみお答えください）  
１ ご自身もしくはご家族に常時車いす

で生活しておられる方がいる  
  24 人 3.6% 

 

２ ご自身もしくはご家族にご高齢等で

歩行に難があられる方がいる  
  139 人 20.7% 

 

３ ご自身もしくはご家族に視覚または

聴覚に障がいを有する方がいる  
  25 人 3.7% 

 

４ ご家族（もしくは行動をよく共にする

方）に乳児・幼児の方がいる  
  143 人 21.3% 

 

５ ご自身もしくはご家族にオストメイト

の方がいる  
  8 人 1.2% 

 

 

 

  



 

○ 回答者の性別  

１ 男性    312 人 46.5% 
 

２ 女性    359 人 53.5% 
  

 

○ 回答者の年代   

１ １０歳代    22 人 3.3% 
 

２ ２０歳代    69 人 10.3% 
 

３ ３０歳代    184 人 27.4% 
 

４ ４０歳代    171 人 25.5% 
 

５ ５０歳代    104 人 15.5% 
 

６ ６０歳代    84 人 12.5% 
 

７ ７０歳代以上    37 人 5.5% 
  

 

○ 回答者の住所地  

１ 鳥取市    279 人 41.6% 
 

２ 米子市    189 人 28.2% 
 

３ 倉吉市    41 人 6.1% 
 

４ 境港市    36 人 5.4% 
 

５ 岩美町    7 人 1% 
 

６ 若桜町    2 人 0.3% 
 

７ 智頭町    1 人 0.1% 
 

８ 八頭町    14 人 2.1% 
 

９ 三朝町    4 人 0.6% 
 

１０ 湯梨浜町    21 人 3.1% 
 

１１ 琴浦町    17 人 2.5% 
 

１２ 北栄町    11 人 1.6% 
 

１３ 日吉津村    4 人 0.6% 
 

１４ 大山町    16 人 2.4% 
 

１５ 南部町    7 人 1% 
 

１６ 伯耆町    5 人 0.7% 
 

１７ 日南町    4 人 0.6% 
 

１８ 日野町    3 人 0.4% 
 

１９ 江府町    3 人 0.4% 
 

２０ 県外    7 人 1% 
  

 


